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産業別最低賃金 意見聴取メモ 

令和 5 年９月１日 

業 種 自動車小売業 役 職 

氏 名 

取締役 総務部長 

坂本 武 所 属 青森トヨタ自動車株式会社 

１．景 気 

①業界全体（全国の状況）  

 2022 年度新車販売台数(登録車+軽自動車)は 4,385,562 台 前年比 104.0%と 

  4 年ぶりに増加した。コロナウイルス禍に伴う部品供給網の混乱が改善してきて 

  いる事で受注残(注文済車両)の登録が進んできている状況にはあるが半導体不足は 

  完全に解消しておらず、コロナ過前 2019 年度(5,038,648 台)と比較すると 13.0% 

  減の水準にとどまる状況ではある。本年 4～6 月においては前年比 120.2%と改善 

  傾向ではあるが 2019 年 4～6 月と比較すると 12.8%減の水準である。 

  今後も半導体の供給不足が考えられ、再度生産遅れも予測される状況である。 

   

   

 

  ②近県及び県内の状況   

   青森県においての新車登録台数(登録車+軽自動車)は 49,682 台 前年比 106.2%と 

  5 年ぶりの前年超えの状況。4～6 月においても前年比 115.8%の 12,302 台と 

  全国レベルから下回るものの改善状況にはある。上記全国の状況と同じく部品 

  供給網の改善で受注残(注文済車両)の登録が進んでいる状況にはあるがコロナ過 

  以前の状況までは回復出来ていない。 

   

   

   

③自社の状況   

   当社においても全国､県内同様 注文済車両の登録が進み新車登録台数は 2,751 台 

  前年比 113.5%と改善状況にはあります。新車受注(車両注文)については 4～6 月で 

  前年割れ状況にあります。上記の通り引続き半導体等の不足から受注制限があり 

  注文できない車両がある状況です。今後の登録台数の減少が懸念される状況で 

  飛躍的な改善は当面無い物と考えます。 
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２．賃金改定の状況 

① 賃金改定の有 

     一般労働者        4,448 円アップ  2.04％アップ   

パートタイマー    1,500 円アップ  0.83％アップ   

 

② 初任給額 

新規採用の有・無 

高    卒  159,000 円 、    2,000 円アップ （  1.26％ ） 

高専・短大卒  163,000 円 、     円       （  0.00％ ） 

大    卒  177,000 円 、     円       （   0.00％ ） 

③  賃金（最も低いもの・産業別最低賃金及び青森県最低賃金適用労働者） 

 

産業別最低

賃 金 適 用 

労 働 者 

日 額    円 青森県最低

賃 金 適 用 

労 働 者 

日 額     円 

時間額 919 円 時間額 853 円 

 

④ 規模、地域等による企業間格差の有無 

 

 自動車小売業は自動車メーカーの系列販売という商慣行が確立されており 

販売店においては地元資本と自動車メーカー直営とに分類されているが､メーカー 

系列との規模格差は大きい。 

 

 

３．改正に対する意見 

 

《参考》青森県最低賃金  時間額 ８９８円（令和 5年 10月 7日発効）  

                 

① 産業別最低賃金改定の必要性について 

    自動車小売業において人員の不足､特にエンジニア不足の改善は急務であり 

  優秀な人材確保のためにも賃金改定は必要と考えますが先ずは人材の確保が 

   不可欠と考えます。最低賃金の改定は、厳しい環境にある地元資本の中小企業 

等の経営に大きな影響を与えることから、慎重であるべきと考えます。 

   

② 改正するとしたら、どれくらいまで 

     

      半導体不足による新車販売への影響は大きく今後も長納期が予測されます。          

今後の不透明な状況を加味しても「 据置き 」が望ましいと思われます。 

 


